
皆既月食を見よう！
か い き   げっしょく         み

5 月 26 日（水）

（写真は2014 年に起きた皆既月食。撮影：科学館 前田）

高知での月食シミュレーション

（AstroArts 社　ステラナビゲータで作成）
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皆既食

部分食

部分食

南東

高さ 10度

月食を見る方法
①天気がよく晴れていること。（曇っていては見えません）
②空が広く見える場所を探しておきましょう。（南東の低い空が見えるとよい）
③19：00（午後 7時）頃から南東の低い空を見て、月を見つけましょう。

道具は必要ありません。肉眼で十分観測できます。
20：00（午後 8時）頃には月が暗くなって探しにくいかもしれません。早い時間に見つけておきましょう。
車の往来や足元をよく確認するなど、安全に十分注意しましょう。
子どもだけで観察したり、少人数で暗いところに行ったりしないようにしましょう。

月食とは・・・地球の影の中を月が通過することによって、月が暗
くなったり、欠けたように見えたりする現象です。
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※高知みらい科学館では、観測会は行いません。
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日本で皆既月食が見られるのは 2018 年 7月 28日以来、約 3年ぶりです。
（2018 年 7月 28日の高知の天気は「雨」で観測できませんでした。）

月食について詳しくは国立天文台ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　（解説動画もあります）

国立天文台ホームページ

次回の皆既月食は、2022 年 11 月 8日です。


